
















　　　もしも香澄かすみミルが幼馴染だったら？







　シャッとカーテンの開く音がした。

「おはよ！」

　ボヤける視界の向こう側に、桜色が見える。

　どうやら俺は、まだ夢を見ているらしい。

　眠気に連れ戻されるように瞼を閉じようとすると、その桜色は近づいてきて、「めっ！」と俺の頬をつついた。

「もう起きなさいっ！　学校遅刻しちゃうんだからね」

「…………ゆめじゃない」

「何言ってるの、蓮れんくん。寝ぼけすぎ」

　ぼんやり目を開けると、視界いっぱいに、呆れたような笑顔の香澄が映り込んできた。

「ミルは毎日起こしに来てあげてるでしょーー？　蓮くんが寝坊助だから」

「香澄、朝弱そうなのに」

「何それ。産まれてからずっと蓮くんより強いつもりだけど？　おかげさまで、私の蓮くん寝顔写真もスクロールに増えていく一方です」

「……産まれてから？」

「え、うん。私達、幼馴染じゃん」

　───────幼馴染。香澄が？

　俺の幼馴染はフユねぇのはずじゃ……いやでもここにいるのは香澄だし。確かにすごい勝手知ったる感じで部屋を歩いているし。

　庶民感丸出しな俺の部屋に、香澄がいる。まるで合成写真のように馴染んでいないので、不意に手を伸ばすと、当たり前みたいに香澄に触れられた。

「なになになに、なんで手繋いでくるの。あ、もしかして一緒に二度寝しようってこと？」

「いや違うから。もうめちゃくちゃ、目ぇ覚めた」

　何故か満更でもなさそうな香澄の手を離し、起き上がる。とりあえず学校に行こう。それで、琴乃ことのにでも話しかけよう。

　ドッキリ説。俺の頭の中にあるのはそれだけだった。

「蓮くん、どこいくの」

「どこって、朝ごはん作りに……」

「ミルが作ったけど。今日早く起きられたし」

「え⁉　香澄、料理出来ないのに⁉」

「何それーー。そりゃあ最近まではそうだったけど、練習始めたって言ったじゃん。流石にトーストぐらい焼けるようになりましたぁ」

　香澄は心外だと拗ねるようにそう言って、俺を引っ張って食卓へ連れて行った。確かにそこには、こんがり焼けたトーストが二枚並んでいる。

「……すごいな」

「えへへ。嬉しい」

　にへら、と笑ってジャムを取りに行く香澄。

「なんだこれ……」

　破壊力、すごい。

　フユねぇにも朝ごはんを作ってもらったことがあるのに、なぜこんなにムズムズした気持ちになるのか。

そもそもこの世界は何なんだ。

ドッキリなら早く言ってほしいし、夢なら早く覚めてほしい。

　そんなことを考えながら、香澄がせっせとパンにジャムを塗っている様子を見ていた。

　幼馴染の香澄ミル。

朝はわりと強い方で、普通にトーストが焼けて、普通に学校に行く準備をする。

「なんか、本当に普通の女の子みたいだな」

「蓮くん、何言ってるの。ミルは普通の女の子だよ」

　なんとも言えない気持ちに、なった。

　どこにいても香澄は香澄で、アイドルみたいで。背景だけＣＧで合成したみたいな違和感があるのに、美味しそうにトーストを食べている香澄を見ていると、変な説得力があった。

「私、好きだよ」

「……何が」

　トーストが。朝ごはんが。さて、どれがくる？

「蓮くんと、朝ごはん食べるの。そのために料理の練習始めたんだから！」

　香澄は、幼馴染になっても、あざとい。







　俺はいつも徒歩で学校に行っている。近いからだ。駅まで歩く方が遠いし、自転車に乗るほどでもない。

　しかし、俺はなぜか香澄と自転車に乗っていた。朝ごはんをゆっくり食べ過ぎて時間が足りなくなったせいだ。俺一人だけなら走れば間に合うかもしれないが、香澄がどれだけ全力疾走出来るかも分からない。ということで、香澄が慣れた様子で俺の後ろにちょこんと座っている、というレアな状況が誕生した。

「さぁーー、行きましょう！」

「香澄、乗ってるだけじゃん……」

「朝ごはん作ってあげたじゃないですか！」

「まさかの先払い」

　冗談、と笑う香澄を背中に感じながら、グッとペダルをこぎだす。香澄が軽いせいか、二人分なのにあまり重さは感じなかった。

「早い、早い！　すごい！　楽しい！」

「何がそんなに楽しいんだよ。……別に、俺で良ければいつでも乗せてやるけど」

「あ、蓮くんがデレた〜〜」

「は？　置いてくぞ」

「待って待って待って、ウソです。次からも乗りたいです！」

「次は、遅刻しそうな時じゃなくて休みの日とかな！」

　ぶっちゃけ警察に見られないかどうかも怖いし、慌てているので、勢いで事故らないかも怖い。遅刻がかかってるからぶっ飛ばすけど。




　それから三分ほど本気で漕ぐと、学校が見えてきた。

「よっしゃ、この時間なら間に合う！」

「蓮くんナイス！　ご褒美をあげよう」

「なんだ、ご褒美って」

「帰り道アイス」

「いいな、それ」

　それから急いで自転車を止め、教室へ向かう最中、香澄は全ての視線を釘付けにしていった。やっぱり、香澄は香澄だ。

「めちゃくちゃ目立つな」

「あはは……入学してもう二年目なんだけどなぁ」

　香澄は遠い目をしてそう言った。

　そうか。香澄が幼馴染ということは、俺と普通に一年生を過ごしているのか。

　それはいいだろうな、と思う。きっと香澄が一年生からいたら、楽しかっただろう。いや、そもそも、今のような関係になれただろうか。

「蓮くんはミルと幼馴染なの、イヤ？」

　考えごとをしていたのがバレたのか、ミルは少し悲しそうに、そう言った。

「なんで？」

「こうやって、注目されたりするし。こんなこと今言うのはズルいって、分かってるんだけど。でもミルは、蓮くんが幼馴染で良かったよ」

　だって優しいもん、と若干涙声で言った香澄を見ていると、気づいたら言葉が口から飛び出していた。

「俺が香澄といるのは、幼馴染だからじゃないよ」

　────ミルは普通の女の子だよ。

　そんなはずがない。

「香澄は、やっぱり普通の女の子じゃないよ」

　俺にとって、特別な女の子だ。

　そんなことを思った瞬間、パンッと耳元で大きな音がして────。







「あーー、やっと起きた」

　目を開けると、両手を合わせて笑っている香澄がいた。

　どうやら、手を叩いて俺のことを起こしてくれたらしい。

「……香澄？」

「おはよ。もう放課後だよ？」

「…………香澄って、俺と幼馴染だったりする？」

「壊れちゃったのかな？　ミルと蓮くんは知り合って三ヶ月だよ」

「だ、よな……うわ、やっぱ夢か」

　夢で、良かった。

　嫌だったわけじゃないけど、ほら、やっぱさ、違和感すごいし。

「変な夢でも見たの？」

「そう。なんか疲れたな、寝てただけなのに」

「じゃあこの後アイス食べに行こって誘ったら迷惑？」

「全然。行きましょう」

「行きましょう〜〜！」

　一気に機嫌が良くなった香澄を見ながら、ボンヤリと自転車に乗って楽しそうにしていた香澄が思い浮かんだ。

「ちょっと遠いところに、美味いアイス屋が出来たらしいんだけどさ。自転車二人乗りで良ければ行く？」

「行く！」

「オッケー、じゃあ急いで家から取ってくるわ。香澄は学校で待ってて」

「ミルも一緒に行くよ。一人で待ってるの、つまらないもん」

　それから俺は、幼馴染じゃない香澄と、通学路を歩いた。

　こっちの世界が普通なのだ。

　それなのに、なんだかくすぐったくて、変な感じがした。
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